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研究成果の概要： 

本研究はほぼ計画通り、先行研究の文献を購入、精読しながら、主に夏休みや春休みなどを

利用した参与観察と聞き取り調査により、かつて調査した石川県及び千葉県の農村で親族と宗

教儀礼に関する具体的な資料を収集した。また、必要に応じて北海道十勝地域の農場と阿寒湖

のアイヌ部落、兵庫県の香住町と赤穂市及び愛知県の吉良町なども調査し、具体的な資料を収

集してきた。これらの資料が先行研究や日中社会との比較研究などにおいて、どのような学術

的な位置づけや意味をもつのかについては、既に日本と中国の学会などでの口頭発表や論文発

表及び著書で公開してきたが、今後も国際的な学術誌などに積極的に発表していく予定である。 

 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 1,400,000 0 1,400,000 

2007 年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

2008 年度 800,000 240,000 1,040,000 

年度  

年度  

総 計 3,400,000 600,000 4,000,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：文化人類学・文化人類学・民俗学 
キーワード：(1)文化人類学(2)農村社会(3)フィールド調査(4)家族・親族関係(5)比較研究 

(6)少子高齢化(7)文化動態   
 
 
１．研究開始当初の背景 

中国の農村に関しては既に長期的なフィー

ルド調査を終了し、研究成果を発表してきた。

体系的な比較を行なうためには日本の農村

社会に関しては 1985 年に石川県で、1994 年

に千葉県で行なったフィールド調査に対し



て追跡調査を行なう必要があった。 

 

２．研究の目的 

本研究は、日本の農村でのフィールド調査

に基づき、その社会関係の動態を中国社会と

の比較の視点から考察し直すことによって、

現在停滞している文化人類学における既存

の親族理論を再考・発展させることを目的と

した。 

 

３．研究の方法 

主に夏休みや春休みなどを利用して住み込

みによる参与観察と聞き取り調査で 20 年以

上前に調査した石川県及び 10 年以上前に調

査した千葉県の農村における社会構造と文

化変化、特に家族、親族、婚姻制度、村落構

造及び生産・生活様式、宗教儀礼などの諸側

面から当該地域の社会構造と文化変化を歴

史的に調査し、具体的な資料を収集した。 

４．研究成果 

主要な発表論文は 3 件、その他の論文 2 件、

学会発表は 4件、著書は 4件である。 

 

５．主な発表論文等 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 

 

〔雑誌論文〕（計 3 件） 

① 秦兆雄，「儒教倫理と漢人寡婦」『民博通

信』113 号 8-10 頁，2006,査読無。 

② 秦兆雄，「中国人類学の独自性と可能性」

『国立民族学博物館研究報告書』31 巻 1

号 117-153 頁,2006,査読有。 

③ 秦兆雄, 「漢人イトコ婚研究の覚書――

横山廣子氏の書評に応える」『文化人類

学』72 巻 2号,269-273 頁,2007,査読有。 

 

その他の論文（計 2 件） 

① 秦 兆雄 「都市と農村から見た中国社

会の境界」『漢族・少数民族研究の接合～

クロスオーバー的視点から見る漢族と少

数民族の社会と文化』愛知大学 21 世紀

COEプログラム2006年国際シンポジウム

報告書，2007：8-16 頁。 

② 秦兆雄「宗族の分裂化と組織化：湖北省

の事例」『文化資源としての宗族―中国の

系譜と伝説』大阪市立大学大学院文学研

究科COE／重点研究/科研費共催シンポジ

ウム報告書，2007：71-89 頁。  

 

〔学会発表〕（計 4 件） 

① “宋以後宗族形態的演進与社会変遷”国

際学術研討会，2007 年 8 月 30 日，南開

大学。 

②比較文明学会関西部会, 2008 年 5月 18日, 

国立民族学博物館。 

③日本人類学会北海道地区懇談会 2008 年 7

月 26 日, 北海道大学。 

④第 10回国際アジア民俗学会, 2008 年 10 月

10 日,秋田県大仙市。 

 

〔図書〕（計 4 件） 

① 2007 椎野若菜編『やもめくらし――寡婦

の人類学』論文「漢人寡婦と儒教倫理」

202-225 頁。 

② 2007 王建新・劉昭瑞編『地域社会与信仰

習俗――立足田野的人類学研究』、論文

「漢族的家庭結構与宗教伝承」128-139

頁。 

③ 2008 梅棹忠夫監修・比較文明学会関西支

部編『地球時代の文明学』、評論「文明内

部対話」185-196 頁。  

④ 2009 韓敏編『革命の実践と表象―現代中

国への人類学的アプローチ』論文「個人

の視点から見た漢人親族関係」313-342

頁。 
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